
国
会
事
項

平成™›年š月š—日 金曜日 第œ��—号官 報
三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
に
よ
る
海
底
地
形
調
査

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

水
路
通
報
第
十
四
号
（
平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

発
行
）、
水
路
通
報
第
十
七
号
（
平
成
二
十
四
年
四

月
二
十
七
日
発
行
）、
一
管
区
水
路
通
報
第
十
一
号

（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
発
行
）、
二
管
区

水
路
通
報
第
十
三
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

発
行
）、
三
管
区
水
路
通
報
第
十
二
号
（
平
成
二
十

四
年
三
月
二
十
三
日
発
行
）、
九
管
区
水
路
通
報
第

十
二
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
発
行
）

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
三
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
及
び
地
域
の
自
主
性

及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
環
境
省
関
連
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十

三
年
政
令
三
百
六
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
騒

音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て

発
生
す
る
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四
十
三
年

十
一
月
厚
生
省

建
設
省
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日環

境
大
臣

細
野

志

別
表
第
一
号
中
「
指
定
さ
れ
た
区
域
」
を
「
指
定
さ
れ

た
地
域
」
に
改
め
、
同
号
中
「
又
は
騒
音
規
制
法
施
行
令

（
昭
和
四
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
四
条
に
規

定
す
る
市
の
長
」を「（
市
の
区
域
内
の
区
域
に
つ
い
て
は
、

市
長
。）」
に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
四
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴

い
、
及
び
環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
騒
音
に
係
る
環
境

基
準
に
つ
い
て
（
平
成
十
年
九
月
環
境
庁
告
示
第
六
十
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適

用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日環

境
大
臣

細
野

志

第
１
の
１
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
市
の
区
域

内
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
長
。）」
を
加
え
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
五
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
及
び
地
域
の
自
主
性

及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
環
境
省
関
連
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十

三
年
政
令
三
百
六
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
騒

音
規
制
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
四
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
工
場
等
に

お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四

十
三
年
十
一
月
厚

生

省
、
農
林
省

通
商
産
業
省
、
運
輸
省
告
示
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日環

境
大
臣

細
野

志

第
一
条
第
一
項
中
「
又
は
騒
音
規
制
法
施
行
令
（
昭
和

四
十
三
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る

市
の
長
」
を「（
市
の
区
域
内
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
市

長
。）」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
六
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
及
び
地
域
の
自
主
性

及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴

う
環
境
省
関
連
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十

三
年
政
令
三
百
六
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
振

動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
工
場
等
に

お
い
て
発
生
す
る
振
動
の
規
制
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
五

十
一
年
十
一
月
環
境
庁
告
示
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日環

境
大
臣

細
野

志

第
一
条
中
「
又
は
振
動
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
一

年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
市
の
長
」

を「（
市
の
区
域
内
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
市
長
。）」
に
改

め
る
。

第
二
条
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
七
十
四
号

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
）
第
五

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
九
年
防
衛
施
設
庁
告
示

第
七
号
（
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
第
三
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
音
響
の
強
度
及
び
ひ
ん
度
を
定
め
た
件
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
同
令
第
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日防

衛
大
臣

田
中

Æ
紀

本
文
中
「
知
的
障
害
児
施
設
、知
的
障
害
児
通
園
施
設
」

を
「
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
（
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
二
条
第
一
号
に
規

定
す
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
を
い
う
。）、
福
祉
型
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
同
法
第
四
十
三
条
第
一
号
に
規

定
す
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。）」に
、

「
重
症
心
身
障
害
児
施
設
」
を
「
医
療
型
障
害
児
入
所
施

設
（
同
法
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型
障
害

児
入
所
施
設
を
い
う
。）、
医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
（
同
法
第
四
十
三
条
第
二
号
に
規
定
す
る
医
療
型
児

童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
七
十
五
号

飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
基
準

に
関
す
る
訓
令（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
五
号
）

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
一
年
防
衛

庁
告
示
第
四
十
九
号
（
自
衛
隊
が
管
理
す
る
飛
行
場
等
を

国
の
航
空
機
以
外
の
航
空
機
が
使
用
す
る
場
合
の
使
用
料

の
額
の
特
例
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日防

衛
大
臣

田
中

Æ
紀

第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
七
十
六
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
三
年
防
衛
省
告
示
第
七
十
三
号
（
公
文
書
等
の

管
理
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）

第
七
条
第
二
項
の
事
務
所
の
場
所
を
定
め
る
件
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日防

衛
大
臣

田
中

Æ
紀

第
十
一
号
中
「
熊
本
市
」
の
下
に
「
東
区
」を
加
え
る
。

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
通
知
書
受
領

三
月
二
十
八
日
参
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布

を
奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
労
働
者
の
生
活

及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
及
び
特

別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労

働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

議
案
通
知
書
受
領

三
月
二
十
八
日
参
議
院
か
ら
、
次
の
本
院
提
出
案
を
可

決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案又
同
日
参
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内
閣
提

出
案
を
可
決
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

現
下
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
労
働
者
の
生
活

及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
雇
用
保
険
法
及
び
特

別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労

働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案（
第
百
七
十
四
回
国
会
内
閣
提
出
、

本
院
継
続
審
査
）

質
問
書
提
出

三
月
二
十
八
日
議
員
か
ら
提
出
し
た
質
問
主
意
書
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

休
眠
預
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
丹
羽
秀
樹
提
出
）

報
告
書
受
領

三
月
二
十
八
日
人
事
院
総
裁
江
利
川
毅
か
ら
次
の
報
告

書
を
受
領
し
た
。

国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関
す
る
法
律
第

二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
三
年
官

民
人
事
交
流
に
関
す
る
年
次
報
告

参

議

院

議
案
提
出

三
月
二
十
八
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

東
京
電
力
原
子
力
事
故
の
被
災
者
の
生
活
支
援
等
に
関

す
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
（
谷
岡
郁
子
外
五

名
発
議
）（
参
第
一
三
号
）
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